





1*1 妗の淹までは《〖の遊歩遒がで#ている 
¥«/ r : 中が咖匕沏，色の深みが h 仰心を 
呼びさますものなのか.神秘的である •• 








平井川の卜•流から U の出山への登山道を9り始めると、®!なく A 岩の淹がある。 

八土 M 35 m の一.•滝からなるナメ淹である。昔、 •& の日照りが M く続くと：•多摩全域 
の贽家は白岩不動尊に諸でて雨乞折啪をし、この滝の中段にある雨/-乙淵の水の頒 
布を受けて帰つたといぅ。盎験あらたかであつたらしい。今、^かに岩肌を滑り 
ゆく水は济々として、山と登山荇に春の盛りを告げている。 



3K 京の滝 


日の出町. 白岩の、 
































武士さん（一番町）の手にかかると、ポールが幾つにも増え、 
右手にあるコインがいつの閫にか左手に移動している。 

_ だだの紙切れが千円札に化けるのも朝飯前。 

f 大仕掛けの手品から、小業にいだるまで ^ 

1 自在にこなして観る人をラな0>せる。 

r 腕はフロ、心はアマチュア。ボランティアで 1 

老人ホームから結婚披露宴、ホテルの宴会場と 、層 
フットワークの軽さもまだ篠さんの得意業。 
























もう駄目かと思っていた旧型の写真機の故障が、土屋さん 
の手にかかるとアツという間に直ってしまう。この魔法の 
技術を手にいれるまで、なんと半世紀の歲月をかけてきた。 
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人がゐて、街があります。 

春’ あなたがゐて、立川があります。 

# # そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

* リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 
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|柴罎町 2-4-18 
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| コマツホーム 

| WI 町 2-4-6 

«25-5811 

| 暌茱キヤリー 

1 _ 町2+7 

ft 28-2630 

| かみゆい処わ 

1 荣« 町 2-4-8 

»22-8202 

| 芹沢ガラス店 

衆崎町 2-4-8 
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JA 経済センター nine 

p 川町 2-44-3 _〇36-1824 

0 A 東京みどり 2 )il$g 

川邸 2-44-3 _ S 36-1821 

[^ジネスホテルクボタ 

町 2-12-23 022-1122 

& 華料璦みよし 

柴费町 2-10 »25-3873 


石原薬 

賴町 2-10-3 


局 

»23-4067 
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細 ©2-12-17 
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»22-8100 


箱関田酒店 

柴輓印 2-2-17 0244960 
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ブティック 

賴町 2-3-10 
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2054 


«28-： 


キヤノン 01 ショップ 

>嫌町 2-3-6 _〇28-1501 

P イシテイ八ウス謂 D 翅 

1^«2-3-6 _«26-0148 

[^フ I レストランぼまれ屋 

| m » BJ 2-4-15 _»26-2232 

[9 アッションハゥスほまれ屋 

1 雜町 2-4-15 _ »25-2788 




おそのい時計店 

^®2-32-2 022-5211 

松タバコ店 

羽衣町 2-42 »24-7852 


中 S 豆腐店 

羽衣® 2-12-34 


1 W 2-5723 


和鼠レストラン IR 屋 

羽衣町 2-27-9 »26-3698 
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»36-8285 


永光薬 
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局 
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メンズカツトヤザク 

>町 2-59-8 _ 036-6716 

ちのやブルマン 

| 錦町 1-18-17 _ 024-9280 

| 養8塞 アリス 

1拥町 1-15-21 _〇25-1100 

soffee shop 遊香 

p 町1+24 — 027-3840 

p テ-キのリブレ 

町 1-8-3 _ 027-1630 

g 軀酒店 

1«®2- M 3 _ 022-3625 

fT A P A S 

錦町 2-2-29 029-0733 


“ お蔵入り”に長年の尽力 


カメラ修理の土屋守さん 



立川商店 

羽衣町 2-30 «22-3565 


東京鞣流通センター 

砂川町1普4 »37-3641 
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公職の画壽遺作展 



故佐藤离之さんのスケッチ30点を含む生前の作品が 
アイ厶ギャラリーにて展示された、たくさんの来場 
者がひと*き、立川と S を愛した画家を锶んだ。 

今年の II 月 18日急逝された佐1»高之さんの遗作展が、 
去る4月$日から M 日の6日間、女性総含センター•ア 
イムギャラリーで開かれた。佐藤さんは長年、立川市の 
镟貝として v また最後は立川市教育委貝舍•生活文化部 
部長として勤めあげられた〇仕事のかた0ら画家として 
の腕前もアマチュアの域を越えたもので、癸術年锱にも 
その名前か ? 記されているほどだった t 今回の遗作展もそ 
れを知る職埸の有志が集い手作りで実現したものだとい 
う ■ I月1フ日の夜「立 JII をこんな街にしたい j という市 
民文化を考えるフォーラムの席で立 JU の文化について発 
首したあと、崩れるように倒れられ、そのまま息を引さ 
取られたという。 S をこよなく愛し，来年の3月には定 
年を迎え、周囲には「絵かき三昧をしたい j と話してい 
た佐藤さん，画家としての活動にますま T 期待が集まっ 
ていた矢被の訃報であった。会壙には生前の佐藤さんを 
知る方々か 《 訪れ記帳者だけで千名にものぼり、数々の作 
品の前でば終日在りし日の佐*さんを傯ぶ人たちの姿が 
見うけられた。 


|三田花 

錦印 2-5-23 
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セガ S 薬局 

p 町 2-7-8 _ 025-9212 

>ルミヤスボーツ 

| 辞印 2-7-8 _ 022-2912 

| そば高尾爭 

町 5-5-31 _ 022-2710 

ps タイヤショップ会 

町 5-10*2 _ 037-0912 

[ I 、なげや立 JM 幸店 

&町卜 23-6 _ 037-1820 

ツテリア讪1砂川8»店 

| 幸町 4-38 _ 037-4413 

j 洋蘿子マリアン 

_高松明 2-10*22 024 -3912 

fik 町屋菓子店 

[ WtWB 2 H 1-23 ©22-2609 

g / f 藤胃果店 

[_ 高松® 2-3-13 _〇22-6443 

>ーパーやなぎや 

卜松町 2-5 — «22-4322 

P レンド霱房 

_裹松町 3-18-2 _»27-1555 

梨中央鈕 n s 

[_ 高松町 2-16-13 026-1571 
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住友銀行立川支店 

珊町 2-17-15 _〇22-6171 

喫茶アバン 

用町2-17-15 _ »27-4479 

日の出屋本店 

W 邱 2-2-18 _ »22-3308 

多摩中央ミサワホーム 

曜町 2-8-29 _ »27-3388 

冨士銀行立川支店 

兩町 2-4-6 _»24-3121 

あら并酯維本店 

W ®2-5-12 — 022-2957 

二木のパン 

■町 2-6 _«22-2278 

= 卜趣筋！£ 

曙町 2-8-30 «22-3259 

木ワイト八ウスフ〇ム中武 

曙町卜 11-2 _ 025-8558 

ばさ一じゆフロム中武 

矚町 2-11-2 _ 022-1941 

フロム中武 〗 F 受付 

_ 024-7111 

ゲ—75介科ン 

明印 M 2-16 028-2636 

トボス立 JII 店 

■卸 2-18-18 _行 25-0331 

バットパットゴルフ 

泉町 _ 025-2340 

リーセントパークホテル 

塞:!:見® 12-1-8 026-3111 


京梅立 JII 南口店 

榮》町 3-6-2 _〇21-4640 

理容ふなやま 

賊町3+23 _ 027-2780 

多摩中雜用金庫即婭 

柴猗町 3-7-4 _»28-2211 

オリオン書房 
紫«町 3-6-27 _ 025-3111 

和光証券立 ill 支店 

柴箱町 3-8-2 _〇24-1321 

紀ノ国屋立川店 

若粟町 H 3-2 _ 036-1604 

ふとんの育木_ 

若蕖邸 1-8-1 _ U 36-6833 

エッソ石油けゃき ft ストシ3ン 

若葉印 2-1 _ »35-3081 

いなげや若葉町店 
若葉町 3-21-1 _ «37-4119 

ルミネ fflll 店1剛 

WC 5 J 2 -M _«27-1411 

ぉ渠子®*エミリ-フローゲ 
11町 2-4-28 _»27-4138 

アルビヨン 
曙町 2-4-28 _ 025-3824 

Caf6 バーゼル 

曝町 2-11 _ 023-3746 

バティスリーバーゼル 
關?，11 — 023-3746 

ロッテリア立 JII ルミネ店 

曙町2-卜1 024-7433 
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安いが一番 

街を步いていると芩與の同時 
プリントの今板がいくつも盖 
んでいるのを良く目にする B 
大きく各かれた数字の羅列に 
愾れて L まった方も多いので 
はないだろうか* 5 W だの2円 
だのと安売り合«が盛んだが、 * 近ついに “ fT 円、つまり 
「タグ j という吞板も現れた <正確には現像料がかかるので 
夂ダ t はいかないのだが)。写してすぐにブリントを手にした 
いと仕卜.り時間を妓っていたのも昔のことか-安いこ t が何 
より ta るか、早いことに価値を取るかは客の&由としても、 
一 M 商店街にそぐわないこの - OPT の文字は、とて！）シヨ 
ッキングで、かつ tt 恣的でもあり，そして少々の惟疑心も抱 
かせる校雑な#板である C 
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月刊 • えくてびあん-立川と語ろラ • 立川に生きよラ 


通巻142巻 


パキスタンという国に，皆さんどんな印象をお持ちで 
しょうか。私はこの二年間に四回彼の地へ行きました。 
回を£ねたのは、もちろんとても^に入つたからです。 
私が体联した©囲内ですが、二* B の旅を中心にご案内 

しましよ今着 

班初の味から1一 •ヶ A 後の九 □：" カラコラム山脈とヒン 
ズークシユ山脓を含む、パキスタン北部山岳地猎を•東 
西に横断寸る五百キロの旅に出ました"：®ぇる锒高地点 
は，1二千八百メ—トル近いシヤンド—ル： ST 未舖装のジ 
-ブ道を W りに、谷®の村むらを訪ねるのが目的です • 
ここは、もともと遊牧地带でしたが、今は、三千メ—卜 
ル以上の所に S 村を作り，家畜を引き連れて過ごす移牧 
を fr つています U 

同行者は、 ft 初の僵国便の中で知り合つたカメラマン 
の除子さ4と、彼女の七十进になるお父さん e それに、 
東の出発«1ギルギットで信ゥたジーブの運 te 手。 

fj - を飲歩していると、「チヤイを飲みなさい」「ご飯食 
ベた？ j 「ダヒー{ヨ I グルト》をどうぞ」と， よく 誘わ 
れます**ある tt の is でばったり出合-〇たおじさんの家に* 
昼食夕食と招侍されました。恐縮する t 、 「これは私の* 
務です。私達ムスリム(イスラム教徒》の莪務ですから」 
と*務の強！！です。 

つまり•これがイスラム教徒の守るべき五つの行のひ 
とつ*,ザカート ♦ <喜捨、施し}なのです•困つている 
人や旅人には食寧寝所等を与ぇ，助けてあげなくてはな 
りません。また、•客人肽待♦の習わ I があり、旅人をと 
ても歓迎します。 

«石砂谀、商山、酷*、酷寒の自然現境では••ザカー 
卜•は互いに牛きのぴるために必 S なこと。マホメット 
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が1これは*アツラ f の神の教えだから良く守れょ j t 

S い w かせたず -0 と荊から*ィスラム世界に生きる人の 

知患と習惯のょうに思われてなりません。 

ポスビタリティ溢れる人たちですが•一方，遊牧の民 

とは、单に家畜を追うだけでなく内陸交 S をも担った， 

なかなかの rft - t の持主でもあります。 H 物、人、率の* 

用，? S 等金 a を伴うことには"し o ' かりきちんと交涉す 

ることが肝心です。 

谷は狄く、たまに小さな It がポツンと現れます•そん 

な谷にも、 BJ にはなだらかな®®が広がり•川は湖水の 

ょうに靜かです，玄山は秋天<:禪>‘ポブラの莱が色づ 

きかけています。羊•山- t - ヤクは甲を食み村人が収後に 

励んでいます。 

これまで、アジア中近東を十0位旅したと S う睦子さ 

んが•しみじみとした声で S いました。「私が&い№1捜し 

ていた所は、きっとここだつたんだわ」。 

四«:目の枨は、昨年*，11じ山岳地«-の*北推，アフ 

ガニスタンとの国境地* U 十五日間のテント泊を絞ける • 

中国から印度仏教路を探す山旅となりました•今一:18え 

るカランバ—ル峠は約四千 R 百メ—トル，カラコラムと 

匕ンズ—クシユの分水撤になっています。ジ—ブ is が終 

わってから，次の谷にジ—ブ道が現れるまでの二百£.十 

キロは，徒歩以外ありません •* 流の«渉、水 WS え、 

薄い味*に®や手足が JT 座み、心«が插みます•こんな 

地*をも、入は is 中村びとの家に泊まり6:亊の•ザカ— 

卜6を受け四^*五千メートルの峠を行き来してぃます" 

この地域に関する nl オクサス t インダスの間に j 

のヒマラヤ」は、六十年荊、四十年前の探検 fie ですが， 

ここは_的には、今 t 当時と*わらない li - 界です。 
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々の場所でおこなわれ"举公民館 

のあとも裱災地の復興が逋成され 

るまで巡回は Is いていくといぅ。 

声だかに叫ぶ一瞬の槲道のかげで、 

ささやかではあるけれども巡回し 

統ける写真展はこれからの復興へ 

の原動力になつていくに®いない。 


子供の， 

授 * 中に軟科 
e やノートの 
雄に先生や友 
入の似«絵を 
描ぃた記惊は 
雄で t 一度はあるのではないだろ 
うか。栄町在勘の飯氓さんもそん 
な経験を持つ一人"^が付けば雄 
かの似朗絵を落がき L ている、そ 
んなことが子供の頃よくあつた* 
その熱心さに両親が絵の教室に® 
わせよう t したこともあつたのだ 
が* 6由に描くことが許されずに 
すぐにやめてしまつた t いう。今 
回の作品に描かれているのは、現 
在通っている铨の教室(翔の会〕 

の「敉韦祖 S / 熱心に落がきをし 
ていた少女時代も現在も架しみな 
がら描くスタィルは変わつてない U 
♦'* がき♦は▼楽がき*とも1¢く 
ように飯塚さんの原点には楽しみ 
ながらかくという•来がき♦感覚 
St ls £ u 一く§でば 
ない〃架がき，の*しさは絵を描 
くことの原点ではないだろうか。 
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日一日と強くなる日差しに、身 
体も汗ばみ、典やかな風が心地好 
いむ楽の季節。新妹も n に鮮やか 
に街の*色 t 少し荊とはずいぶん 
と違つて兒ぇてくるから不恐 SII で 
す•喊薰る^後のひとときを真如 
苑でお過ごしになりませんか。お 
侍ちしております。 

■ H 時5月141=(« 

2時一 4時 

■» 本终 ' K 如宝物館をはじめと 

して映蝴など盛りだくさんの用意 

がしてございます ■ 

■お申し込みは1ぇくてびあん. 

コンパ-1オン」(本誌を手渡してく 

れた人}へ。 


東風 


人 n 的に培養 I た钿盼を使って 
通 te 子的に全く同じ羊が何 m でも 
つくれる手法が発 H . されたという 
ニユースがある。イギリスのロス 
リン研究所のキース•キャンべル 
№1;らが戈狭に成功 L たと「ネィ 
チヤ 1 J 誌が発表している然 
界には、：！じ頤つき、身体つきの 
生物は二つとないと私たちは m じ 
ている。 I 卵生双生児の埸合で t 
家族の入ならすぐに K 別がつく、 
その程度の似方ではないだろうか。 
そして，何よりも「こころ」の在 
〇方が a うと云いたいところだが， 
「こころ」もまた遗 fe - f によつて 
左右されるのかもしれない ♦ 動物 
寞駚はやがて人間に応用されてる 
でぁろう。ニユースでも「除理的 
な問粗点をのこす J tfA * ぇていた- 
そラであろう • G 分 tpl じひ t が 

H 味だ • n 私 j はこの世<: I 人しか 
いない t いラ自 ft は*もがもつて 
いる、良きにつけ.悪しきにつけ 
♦ 似たような街づくりをしている 
ところが•この«京だけをとつて 
みても結 * ぁる。問じ顔つき、间 
じ身体つきの街がある。ああいう 
街の「こころ恨」は、やはりどこ 
か共通 I ているのかもしれない。 
存在®のある街づくりといラのは、 
決して奇をてらうものではないだ 
ろう。が、個性はおのずから必要 
になつてくるものである。*川が 
「どこか<;似てる銜」なんて：ムわ 
れたくない ♦ぇくて びあんさげ 
て ft ている H51 楼 

(■梟)* SB 味 A 牛田# I 小杉和己小 Mlft 史 
mm . It 名《«真资#£弘町》||| 

山田 C 子松本わかこ 
< 箄羹 ) 天 » 武興《瓚 | 明 <|: 上《治 

スタ/3\ォ？<9 中 ♦<* 五来拿 R - 



1 最近は榷械式のカメラの修理 
を部品がないと t ラ If 由で受け付 
けてくれないといつたことがょく 
ある 4 です J と柒蛸町 3TB で 
『土吊方メラ修理 ^ 二 TEL/2 

2-5333^を照いている土 S 

さんはいう。他で断られたお客さ 
んが•どう L ても愛者のある^れ 
たカメラを埂役で觔かしたいとい 
。う I 心で「土 m カメラ修理所 j を 
ハ 探し当て，やつてくるのだ。「消 
な K 品として考ぇているんですね。 

こモデルチェンジをすると以前の賺 
、つ毪の*: ltlu はつかぇなくなつてしま 
そつているんですごと？8る4-唼さ 
ん。コンパクトカメラから一眼レ 
^ フカメラまで今はシヤツターを押 
、 b すだけで写せる全自動令.盛の時代、 
あカメラも以前はど商価な物で li ; な 

くな-〇て，維もが^ e に¥典を撤 

>つ〇.楽しむことが出来るょラ<:な 

もった。 

i 大正13年生まれの土®さんは18 

者进で小 J 時立川にぁった第五陵平航 

继乍技術 W 究所に人り •«[ 申 vft の 

後技術* tl て ( W いていた•敗戦後 


说興に向け巡回中 

幸公民館鲁阪神大震災写真展 


撮影•生田浩 

神戸市湏磨区在住カメラマン 



あれからもう I 年と数ヶ月が経 

とうとしている • |年を過ぎて、 

私たちの纪馆の中で少しずつ薄れ 

「ぃていつてしまつている阪神大震災。 

速い立川の地に在って被災地の現 

状を想い描くことは難しい。銳い 

刃物できつた偽の痛みほどあとに 

なってやってくるょうに、 S 災も 

また I 年を過ぎ様々な間留が出て 

来ている。4月の12日から21日ま 

で幸公民館でおこなわれた「明日 

に向かつて」と趦された阪神大* 

災の巡回写真展。袖ケ浦の市役所 

をはじめ、会津若松消防署など数 


は^川でカメラの條埂の下を 
するようになつた9もうカメラの 
修理をはじめて 50 年にもなるが、 
今までに吞板を出1たことは-咴 
G ないと言う a # 板 t 出さない土 
屋さんの所をおそらく 1-1 込みでで 
あろうか、お客さんが*れて； S か 
ないカメラを传ち込んでくる UW 
ち込まれた々メラは見れば、 50 年 
の経躲からなのだろう•はとんど 
范氕系以外は01るか1|:4ないか牌 
る ta う。また高級梭からコンパ 
クトカメラまでどのメ—力 I の力 
メラでも: h 尾さんは持ち込ま rxn 
ばなんでも直す，メ彳カーを遵ば 
ずどんな t ので-¢>01:すといつた人 
は、現在都内でも ft ぇるほどしか 
残 C ていない t いう。土® i さんの 
所を探して搛作 q 複雑な m 械式の 
カメラ Q 修理をわざわざ鲂みに來 
る八がいるわけは、古い年代物の 
カメラが好きだというだけの«古 
趣味ではなさそうだ。屯51仕掛け 
で肋くカメラでは味わラことので 
きない醍鲥眛=それが梭械式の力 
メラを愛好する人たちの*機械式* 
にこだわる所以なのだろう* 

少し士ぇまで求めていた身の[»1 
りに物が溢れている生活のなかで、 
なかなか^®できずにいる •© か 
さ，は、土屋さんの修理する楝械 
式のカメラのもつ艇醐味のような 
ものの中にあるのかも知れない。 

こわれて觔かなくなつたカメラだ 

けではなく、もので溢れる生 is を 

おくりながら本当の ; ft 味の .51 か 

さ，を荚®できないでいる私たち 

のもの r . Mt る価値銳まで，土 W 

さんは修理しているような^がす 
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?ください。資切〇も大欽迎 


去る四月十八： n •佐川秀夫さん 
が S 性心筋 tt 垂のためご逝去な 
さ n ました e © 日本相撲協会 m 
導#及48立川 
支部長•架ボ 
梅相携遑盟則 
理事 it •立川 
相揆邊盟理蓽 . 
長と*立川の 
少年相！8角成に永年^力された 
方でございます，ここに灌んで 
ご其福をお ffi り申し上げます* 
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多摩川の朝 
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;良：鈴木克古 
俳句：“塚孝江 


連®心の 

渡るものなき 
空の色 







